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平成 24 年度 社会福祉法人永寿荘 事業報告 

 

＜飛躍～ここが、スタートライン～＞ 

法人最初の事業である『扇の森』は、今や『西区の高木と言えば扇の森』と言っていた

だけることも多くなり、地域にしっかりと根差した施設として、法人理念「For The 

Community～地域の皆さまのために私たちができること～」の具現化に向け日々努力を重ね

ている。法人設立 10 年目となった平成 24 年度、その扇の森を中心に、より広い地域で、

一人でも多くの皆さまのために私たちができることを追求していくため、大きくその翼を

広げている。 

 

■さいわい保育園           平成 24年 4月 1日開園 

■御隠居長屋和楽久桶川       平成 24年 11月 1日開所 

ヘルパーステーション和楽久桶川 

リハビリデイサービス Wellness桶川  

  

平成 24 年 4 月 1 日には埼玉県を飛び出して、東京都板橋区にさいわい保育園が開園し、

平成 24 年 11 月 1 日には、埼玉県桶川市に新たな事業への挑戦ともなった、サービス付き

高齢者住宅 ご隠居長屋和久桶川、ヘルパーステーション和楽久桶川、リハビリデイサービ

ス Wellness桶川を開所した。法人が運営する事業は、平成 25年 4月１日開設の扇の森 WEST

を含めると 18事業となった。また、県外にさいわい保育園を開園したことにより、これま

で埼玉県の管轄下にあった法人は、平成 24年度から関東信越厚生局すなわち国の管轄とな

っている。 

既存の事業所では、これまで培ってきた経験や知識をさらに深めることで、地域の皆様

から愛され、地域になくてはならない存在になることを目指し努力を重ねた。各事業所が

それぞれの地域に合わせたサービスの提供に努めている。新たにオープンしたさいわい保

育園は、板橋区からの民営化に対し、大きな不安を抱えた保護者様と誠心誠意向き合い、

運営に取り組んだことでその不安を払拭し、今後に大きな期待を頂ける保育園としてスタ

ートを切ることができた。また、ご隠居長屋和楽久桶川についても、桶川市にはこれまで

殆んど無かった新たなサービスとして、その理解に努め、着実にご利用者様を増やしてい

る。 

これまでの 10 年で築き上げたものの継続と新たな挑戦の年となった平成 24 年度。まだ

まだ私たちは飛び立ったばかりである。決して初心を忘れることなく、今後の 10 年 20 年

に向けて、職員ひとり一人が手を取り合い力強く羽ばたき続けていく。 
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平成 24年度 特別養護老人ホーム 扇の森 事業報告 

 

 特別養護老人ホーム扇の森(後、扇の森)は、開所 9年目を迎えた。平成 25年度 4月に開

所した地域密着型特別養護老人ホーム扇の森 WEST（後、WEST）・ショートステイ・小規模多

機能型居宅介護扇の森の開設準備をしていく中で“For The Community”を深く考える一年

となった。 

 

WESTは扇の森のサテライト型施設であり、WESTのユニットリーダー4名は社内公募によ

り扇の森からの配属となった。この為、新たに扇の森のリーダーとなるスタッフや次世代

を担っていくリーダーの育成に力を注ぐ一年となった。 

また業務の効率化を図る為、パソコンの介護情報管理システムのソフトを開所当時より

使用していた㈱ワイズマンから㈱東経システムの福祉見聞録へ移行した。その結果介護記

録の入力作業が容易になり、事務処理のスピードがアップし、尚且つ明確に記録を残す事

が出来るようになった。今後はスケジュール管理や会議議事録などシステムを最大限に活

用し、更なる業務の効率化を図る予定である。 

平成 24年度は扇の森の介護/看護主任がさいたま市の代表として、認知症介護指導者養

成研修を受講した。この研修は、長期間に渡る認知症ケアのカリキュラムを修了すること

により、認知症について専門的に指導する事ができる資格である。さいたま市内では現在

15名の修了者がおり、一昨年 修了した者を含め、法人内では現在 2名の職員が受講を終え

ている。今後は、この 2名の指導者を中心に法人内での認知症教育に注力し確立していく

予定である。 

12月には、名古屋で開催された全国老人福祉施設協議会主催の研究発表会に、平成 23年

度の法人内新卒新入職員研究発表の最優秀賞・優秀賞受賞者 2名が法人代表として参加し

た。結果、内 1名が奨励賞を受賞することができた。この受賞により、法人内新卒新入職

員研究発表会のレベルの高さをあらためて証明する結果となった。 

平成 24年度は、施設内で数多くの感染症が発症した年でもあった。10月には疥癬、1月

にはインフルエンザを発症し、中でも深刻な事態となったのが、感染性胃腸炎だった。日

頃感染症対策を強化していた中での発症であったため、改めて感染症の怖さを実感し、予

防の大切さを知る一年となった。 

 

この様に WESTの開所準備に向けての準備や感染症の対応等目まぐるしい一年であったが、

職員全員が一年後の自分を想像する事で主体性を持ち、考え行動する事で一人ひとりのレ

ベルアップと組織への理解が深まった一年となった。 
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ⅰ.ご利用者様 

  ※年齢別人数 

 平成 24年 3月 31日現在、平均年齢は、84歳(男性 79.3歳・女性 85.2歳)であった。そ

の中でも 90歳以上の年齢帯が一番多く全体の 28.8 ％を占めている。次に多い年齢区分は、

85～89歳の年齢帯で、20.0 ％を占めている。80歳以上の年齢帯で、全体で 67.70％を占め

ている。最若年齢は、男性 64歳、女性 62歳であった。最高年齢は、男性 92歳、女性 103

歳であった。尚、現在、満 100歳以上のご利用者様は 3名在所している。退所者数が 24名

と前年度とほぼ変わらない状況だった。 

 

平成 25年 3月 31日現在 

 64歳以下 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 合計 

男性 1 2 1 6 1 7 1 19 

女性 2 1 6 10 16 11 25 71 

合計 3 3 7 16 17 18 26 90 

 

※介護度別人数 

平成 24年度 3月 31日現在の平均介護度は、3.6 (男性 3.3 ・女性 3.6 )であった。その

中でも男性、女性共に要介護 3の割合が一番多かった。 

退所人数が 24名と多く、ご利用者様の入れ替わりが増加したが、上位待機者の要介護度

4～5の方のほとんどが医療行為等で特養適応外の状態だった為、要介護度 3の方の入所割

合が増加した。 

平成 25年 3月 31日現在 

 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 

男性 0 3 9 5 2 19 

女性 2 10 20 18 21 71 

合計 2 13 29 23 23 90 

       

 

ⅱ.介護担当 

 平成 24年度、新卒新入職員が 6名入職したが、そのうち年度内での退職が 2名、年度末

での退職が 1名と計 3 名の退職となった。近年、新卒職員が定着していた為、扇の森とし
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て新人教育を考えさせられる 1年となった。平成 25年は、離職者を増やさない為にもサポ

ート体制を見直し強化を図り平成 25年度へつなげる所存である。 

 平成 24年は新規事業の開所が重なり、扇の森のから複数名の管理職、リーダー職が異動

となった。その後任者の育成を目的とした研修・会議を開催し、リーダー職としてのある

べき姿を具現化し、リーダー職としての意識レベルの向上を図った。平成 25年度は、これ

ら新たにリーダー職に就く職員を中心とし、介護の質の向上や職員の教育に力を入れてい

く所存である。 

 

ⅲ.看護担当 

 今年度は、平成 23年度より行っている現場責任者の一本化がより定着し、看護職と介護

職の連携はもちろんの事、相談員との連携も更に充実した一年だった。 

 また、嘱託医の手厚い協力もあり平成 24年度は看取り介護を 2例実施する事が出来た。 

さいたま市内でも特養における看取り介護の実施が少ない中で、扇の森では着実に看取る

事が出来たのは良い成果だと考える。 

今後“看取り介護”に対する職員の意識・知識・経験を深めケアの質を高めて行きたい。 

  

ⅳ.ケアマネジャー 

介護職兼任の施設ケアマネジャーを二人配置し、業務の見直しを図った。 

施設介護サービス計画書・個別機能訓練計画書・栄養ケア計画書の各種ケアプランを密接

に連動する事でご利用者様を深くケアする事が出来、業務の省略化を図る事が出来た。 

 平成 24年度に行われたさいたま市の実地指導では、プランの管理がしっかりしていると

評価を得た。今後もケアプランの質の向上を図れるよう、努めていく。 

 

ⅴ.コラボレーション課 

 コラボレーション課(後、COL課)の名の通り、他部署と積極的にコラボレーション(協同)

し業務を遂行した。 

 各年間行事には全て携わり、他事業所のスタッフと関わる事も多い課であるため、職員

一人ひとり的に関わり業務を遂行した。 

 また、WEST人事異動に伴い 2月にショートステイの相談員が入れ替わった。数年振りの

交代により各担当の業務を改めて見直し、業務の省略化かつ効率を上げる為力を注いだ。 

 名前の通りどの部署ともコラボレーションする事が必要であるため、今後は職員が自分

の立場やレベルを再確認し、更なる自己成長を求め業務に取り組む所存である。 
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平成 24 年度 ショートステイ 扇の森 事業報告 

  

平成 24年度は、入所系サービス(特別養護老人ホーム・ショートステイ)の利用稼働率を

98％以上に目標設定した。特別養護老人ホーム(後、特養)のご利用者様の重度化に伴い、

急な入院や退所が発生し稼働率が低下する中、特養の空きベッドをショートステイで有効

的に活用できるよう調整を行った。結果、ショートステイの定員 20人に対して年間を通し

た 1日当たりの利用者数は、22.01人となり稼働率も 110.26％と目標を大きく上回った。 

 1月 2月には感染症によりショートステイのご予約を一時キャンセルする時期もあったが、 

リピーターのご利用者様も多く年間通して目標設定数を上回る結果となった。 

しかし残念ながら、特養・ショートステイ両事業を通じての稼働率は 95.53留まり、目標

の 98％以上の達成には至らなかった。 

今後は、より一層のサービスの質の向上と更なる空きベッドの有効活用に努め、年間を

通しての入所系サービスにおける稼働率 98％以上の目標の達成に努めたい。 

 

平成 24年度 ショートステイ扇の森 利用実績報告 

 新規利用者

(人) 

延べ利用者

(人) 

1 日あたりの平均(人) 

※１ 

稼働率(％) 

ショートステイ ※2 

稼働率(％) 

特養＋ショートステイ  ※3 

4月 6 581 19.36 96.83 94.75 

5月 ７ 601 19.38 96.93 95.91 

6月 4 588 19.60 98.00 98.52 

7月 4 564 18.19 91.00 97.20 

8月 6 700 22.58 112.90 100.50 

9月 3 690 23.00 115.00   99.61 

10月 2 653 21.06 107.80 94.75 

11月 6 662 22.06 110.30 95.00 

12月 7 759 24.48 122.40 94.76 

1月 2 753 24.29 121.50 89.73 

2月 7 638 22.78 113.90 90.86 

3月 8 846 27.29 136.50 95.16 

計 62 人 8035人 22.01人/1日 110.26％ 95.53％ 

※1：延べ利用者数／運営日数 ※2：(延べ利用者数／1日当たりの定員利用者数 20 名)×100％ 

※3：特別養護老人ホーム 100 床・ショートステイ 20床‐総計 120床の稼働率 
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平成 24年度 デイサービスセンター 扇の森 事業報告 

  

デイサービスセンター扇の森(後、デイサービス)では、平成 24年度の介護保健制度改正

に伴いサービス提供時間を従来の 6～8時間のサービスから、5～7時間、7～9時間の 2つ

のサービス提供時間に変更した。変更の際、ご利用者様・ご家族様にアンケートを実施し

たことにより、よりご希望に添った形でサービスを提供することができた。 

また、デイサービスでは、今年度の稼働目標を ご利用者様 1日あたり平均 35名、並び

に毎月新規利用者の獲得を 5名に設定した。しかし、1日あたりの平均ご利用者数は年間を

通して達成できず、新規獲得者毎月 5名の目標も達成月はわずか 1か月に終わった。稼働

率低迷の原因は、ご利用者様が重度化し入院者が増えてしまったことと 年度末に扇の森

WESTや今羽の森へ入所された方が多数いたことが考えられる。その為、平成 25年 3月度の

稼働実績は、年間通して最低の実績となってしまった。 

11月の和楽久桶川のオープンに伴い 責任者の人事異動が行われ 新たな責任者(主任職)

が就任した。責任者(主任職)の交代後、直ちに着手したことは、デイサービス職員の“意

識改革”であった。ご利用者様やご家族様の視点に立って、『本当に利用したいサービスと

はどのようなサービスか？』を実直に考え、サービス内容を見直し,改革を行った。この結

果、最初に職員が行ったことは“フロア内でのご飯炊き”であった。今までは厨房にて炊

飯をしていたが、より身近にサービスを感じて頂きたく、デイサービスのフロア内にてご

飯炊きをスタートした。ごはんの炊ける良い匂い や 炊立てのごはんの味は格別で 多くの

ご利用者様より喜びの声を頂くことができた。そしてデイサービスの新たな“魅力”を生

み出そうと“ウォーキングデイ”の構築に着手した。ウォーキングデイとは、ご利用者様

に高性能万歩計を貸与し、施設の 1階スペースを中心にウォーキングしていただき、歩い

た歩数と距離をパソコン上に記録・蓄積することにより ご利用者様の自信とモチベーショ

ンを高めることを目的としている。また、ウォーキングデイには、自立した生活の基本で

ある“歩く”といった動作を意識して行うことにより、ご利用者様の自己実現につなげた

いといった想いも持っている。現在、ウォーキングデイが、より魅力あるサービスになる

よう 日々バージョンアップを行っている。平成 25年度にはこの“ウォーキングデイ”の

システムを確立し、稼働率の向上を行っていく所存である。 
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平成 24 年度 デイサービスセンター扇の森 利用実績報告 

 新規利用者(人) 運営日数 延べ利用者(人) 1日あたりの平均(人)※１ 稼働率(％)※2 

4月 2 25 674 26.96 67.4 

5月 4 27 755 27.96 69.9 

6月 1 26 676 26.00 65.0 

7月 1 26 701 26.96 67.4 

8月 2 27 675 25.00 62.5 

9月 0 25 626 28.36 70.9 

10月 1 27 697 25.81 64.5 

11月 3 26 632 24.31 60.8 

12月 5 25 662 26.48 66.2 

1月 3 24 618 25.75 64.4 

2月 0 24 617 25.71 64.3 

3月 2 26 618 23.77 59.4 

計 24人 308日 7951人 26.08人/1日 65.2％ 

※１：延べ利用者数／運営日数   ※2：（延べ利用者数／1日あたりの利用者定員数 40人）×100％ 
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平成 24年度 ケアプランセンター扇の森・扇の森あげお事業報告 

  

ケアプランセンター扇の森、並びにケアプランセンター扇の森あげおは法人理念を基盤

に、困難事例を積極的に受け入れた事で、地域の皆様に法人のケアマネジャーとしての認

知度が高まった。その結果、新規利用者が徐々に増え安定した実績を継続出来た。平成 24

年 8月に人事異動に伴い新体制となり、プラン数を一度精査したがその後も着々と実績を

伸ばした。11月和楽久桶川オープンも伴い、現在もプラン数を順調に伸ばしている状況だ。 

 また、毎月のケアプランセンター会議（定例会議）にて、法人全体のサービスの把握と

連携について話し合い、自施設サービス事業所との挨拶周りを定期的に実施した。業務の

スタンダー化とした、アセスメントシート統一、担当エリアの見直し、事業所内での事例

検討会など行い、法人のケアマネの質の向上と業務の効率化について前向きに取り組んだ。

その結果、実地指導においても保険者から信頼される結果が出た。  

 各保険者からの相談や、認定調査の依頼件数も平成 23年度以降増えており、継続して近

隣の区役所・市役所と良好な関係を保てている結果となった。 

今後も地域の皆様の為にケアマネジャーとして出来る事を考え、常に向上心を持ち業務

の企画、検討などを行っていきたいと考える。 

平成 24年度 ケアプランセンター扇の森・扇の森あげお 利用実績報告 

 

新規契約者数 延べ利用実績 認定調査数 

扇の森 
扇の森 

あげお 

扇の森 扇の森あげお 
扇の森 

扇の森 

あげお 介護 予防 介護 予防 

4月 2 1 64 18 28   6 8 1 

5月 2    1 68 18 27 6 10 0 

6月 2 4 71 18 30 5 5 0 

7月 1 4 70   16 34 6 7 1 

8月 2 2 72 17 35 7 14 2 

9月 1 5 60 16 39 6 11 0 

10月 2 2 65 14 38 6 7 0 

11月 2 1 64 13 38 6 5 1 

12月 3 2 68 14 37 7 10 0 

1月 1 1 65 12 37 7 13 3 

2月 3 2 63 12 37 6 6 1 

3月 9 3 72 13 38 7 10 0 

計   30 人  28 人 802人 181人 418 人 75 人 106 件  9 件 

※：ケアプランセンター扇の森は、ケアマネジャー 2人体制。ケアプランセンター扇の森あげ

おは、ケアマネジャー１人体制。 
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平成 24年度 特別養護老人ホーム 扇の森 WEST 事業報告 

 

皆さまに厚いご支援のもと平成 25年 4月 1日、扇の森 WESTを無事オープンすることが

できましたこと、心より厚く御礼申し上げます。 

平成 24年度は、扇の森 WESTでは工事が着工するとともに、開設にかかわる準備に力を

注いで参りました。本体施設である扇の森、並びにグループ施設である今羽の森で活躍す

る職員の中から、精鋭が集まり永寿荘スピリットの下、一致団結し開設準備に取り組みま

した。一部工事が難航したこともあり、オープン時期が大幅に遅れるといった事態もござ

いましたが、平成 25年 2月末日には、工事は無事完工し、同年 3月 28日には、竣工式・

お披露目会を開催するに至りました。竣工式、並びに お披露目会では、100 名を超す方に

ご来所頂き改めて扇の森 WESTの地域における期待を 肌身を持って感じることができまし

た。今後も皆さまからの厚い期待に応えられるよう、職員一同、誠意をもって精進してま

いります。どうぞ引き続き ご指導、ご鞭撻の程、何卒、よろしくお願い申し上げます。 

 

【工事関係】 

特別養護老人ホーム扇の森 WEST(後、扇の森 WEST)は、平成 24年 10月 31日の完成を目

指し、2月 20日工事が着工された。2月 27日に地鎮祭が行われ工事が安全に進むよう祈念

された。 

 その後、3 月より工事現場の外部工事用のフェンスの設置、4月に地下部分の掘削工事、

5月に杭打ちが行われるも、地中より多くの障害物(コンクリート片等)が発見され、掘削工

事、杭打ち工事が難航した。その障害物の撤去作業に予定より多くの時間を要すことにな

り、工事の進行に大きな遅れが生じることになった。 

 7月に入り、地下部分の基礎工事が行われ、8月末から 9月にかけて地下部分のコンクリ

ートの打設、並びに防水作業が行われた。 

 地下部分の工事が難航し工事に大幅な遅れが生じたことにより、さいたま市と工期につ

いて協議し完成予定を平成 24年 10月 31日より、平成 25年 2月 28日とさせていただく運

びとなった。 

 10月に入り、工事のペースを速め、1階部分のコンクリート打設、11月には 2階部分、

12月には 3階部分、並びに屋上部分のコンクリートの打設が行われ、12月末日に晴れて上

棟となった。 

 年明け、内装工事、外壁工事に着手し 1月末には、安全対策の為、建物全体を囲ってい

たシートが撤去され建物全貌をみることができるようになった。 

 2 月には更にペースを速め、内装工事が順調に進み、2 月末日に完工となった。その後、

建築、消防、開発許可の申請、設計事務所、施主の立会検査が行われ、平成 25年 3月 12

日(火)に晴れて引渡しとなった。 
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【開設準備】 

① 人事・採用関係 

平成 24年 3月 30日に扇の森 WESTユニットリーダー職の社内公募を実施し、扇の森より

6名の職員よりエントリーをいただいた。その後、常務理事、副施設長、面談を実施し 4名

のユニットリーダーが決定した。また、並行して入所サービス部門 主任職、生活相談員職、

小規模多機能部門 主任職・計画作成担当職の人事が決定し、施設長、副施設長を含む総

計 10名のオープニングメンバーが確定した。その後、平成 24年 7月 2日(月)に第 1回の

扇の森 WESTオープニング会議が開催され、オープンに関しての内部的準備を進めるチーム

が結成、始動した。 

オープンまで間、月 2回のペースで定例会議を実施し、介護感・介護方法や、施設内の

ルールの策定等、具体的な内容・オペレーションを精査検討した。 

新規職員採用に関しては、平成 24年 1月より開始していた新卒新入職員の採用活動に合

わせ、キャリア組(社会人経験者)の採用活動を 7月頃より本格化させた。キャリア組採用

で内定した職員は、平成 24年 10月度より、順次 扇の森に入職し経験を積むこととなった。

扇の森 WEST開所までの期間に、総計 12名のキャリア組職員が入職し 事前に本体施設であ

る扇の森で大切に培ってきた 介護感・介護技術・社内風土を吸収した。 

 

② 研修関係 

 扇の森 WESTでは、ユニット型施設で配置が必要となる ユニットケア管理者研修に 1名、

ユニットケアリーダー研修に 2名の職員を派遣した。本研修は、座学、実地研修を通じて、

ユニットケアに関する理論、運営方法を具体的に学び、ご利用者様一人ひとりに目を向け

た個別的な援助を具現化することを目的としている。研修を受講した職員は、ご利用者様

一人ひとりの生活習慣を事細かに記録し実践する管理システム“24時間シート”の手法を

学んだ。扇の森 WESTでは、介護の質をより高いものにする為に“24時間シート”の導入す

ることを決め定着を目指している。 

 平成 25年 2月には、埼玉県内で先駆的にユニットケアに取り組まれている特別養護老人

ホーム真寿園様(川越市)に異動が内定している職員を中心に訪問させていただいた。見学

の中では、ユニットケア、並びにご利用様お一人おひとりにあわせた個別ケアに関する職

員様の姿勢、ユニットケアを成功させる為の創意工夫に直接触れることができ、多く学び

を得ることができた。 

 また、平成 25年 3月には、施設内研修として、生活介護研究所様にお力添え頂き、扇の

森開所以来、毎年実施しているユニットケア理論研修・体験研修(計 5日)を行った。介護

に対する基本的な知識やポイントを具体的且つ論理的に学ぶ事ができ、スタッフ一人ひと

りの介護に対するコア(核)、並びに介護に関する共通言語をつくることができた。 
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小規模多機能型居宅介護(後、小規模多機能)では、主任職(管理者)と計画作成担当者の 2

名で、愛知県内で 6か所の小規模多機能型居宅介護を運営する医療法人愛礼会様にて 1泊 2

日の体験研修を実施した。小規模多機能は、さいたま市内では定着・浸透していないサー

ビスだけに具体的な運営のイメージを持つことが難しく感じていたが、先駆的に取り組ま

れている実際の現場を 肌身を持って体験させて頂き、小規模多機能のサービスにおけるメ

リット(枠にとらわれず柔軟にご利用者さまをサポートできるサービス体系)を深く理解す

ることができた。この研修を通じて得た経験により、その後の開設準備、運営シュミレー

ション等、明確なイメージを持って臨むことができ大きな成果につながった。 

あわせて、平成 25年 1月 28日には、地域で活躍される居宅介護支援事業所のケアマネ

ジャー様を対象に 小規模多機能 のサービスの魅力を深く正しく理解いただきたいといっ

た想いから、小規模多機能の第一人者である 全国小規模多機能型居宅介護サービス連絡者

協議会 会長の川原秀夫先生にお越しいただき、馬宮コミュニティセンター(さいたま市西

区)にて小規模多機能の研修会を開催した。約 60名の地域で活躍するケアマネジャーの皆

さまにご参加頂き 改めて小規模多機能に対する地域からの期待を感じることができた。 

 

③ 入居申込関係 

新設特別養護老人ホームの申込み方法については、さいたま市 市報 10月号に記載され

た。扇の森 WESTにおいては、平成 24年 10月 20日～11月 4日まで、既存の施設である扇

の森にて配布を開始し、総計で 120名の方にご応募頂いた。 

 その後上位 35 名を一時待機者と位置づけ、12月末～3月にかけて面接調査を実施した。 

入所判定会議を通じて入所者を決定した。しかし、決定後、体調面の悪化やご逝去される

方、自宅近くの多施設決定した方おり、辞退者が複数名出たため、再度、枠を広げ面接調

査を実施し、最終の入居者 29名を決定した。 

 

④ 開設申請、事業者申請 

平成 25年 1月より、特別養護老人ホームの開設許可申請、介護保険における事業者申請

を並行して行い、平成 25年 3月 8日に最終の申請書を 担当機関である さいたま市 介護

保険課に提出した。平成 25年 4月 1日付で 開設許可、並びに事業者登録が完了し 無事、

オープンとなった。 
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平成 24年度 おうぎの森保育園 事業報告 

 

ⅰ．おうぎの森保育園 

平成 19年 4月 1日に開園した当園は、平成 24年度で丸 6年が経過しました。0歳児で入

園した子どもたちを送りだし、一区切りの年度と位置付けスタートした。 

24 年度法人共通のスローガン、「飛躍～ここが、スタートライン～」に基づき、おうぎの

森保育園では「一歩前へ」をテーマに掲げた。子どもたちへより良い保育の提供、新入職

員 5名の育成、また、2年目以上の職員のさらなるレベルアップを目指し、取り組んだ。 

園内外の様々な研修にも積極的に取り組み、とりわけ、外部講師によるスーパーバイズ研

修では、日常の保育について改めて見直しを行った。具体的には子どもへの言葉のかけ方、

叱り方、個別配慮の仕方等の日地上の細やかな保育技術に重点を置き、個別に課題を設定

し、課題と向き合いながら日々の保育を行い、また職員間で考え、話し合いを行う、とい

う、ＰＤＣＡ改善サイクルを実施し、園全体の保育の質の向上に努めた。 

丸 6 年経過したが、まだまだ改善が必要な部分が多々あり、未熟な園であることに変わ

りない。職員一人ひとりの人間力の向上が必要であると感じる。おうぎの森保育園で育っ

た『おうぎっ子』は素晴らしい！と言われるよう、今後も保育に真摯に向き合いたい。 

年間を通し、個々の職員のレベルアップを図りながら、子どもたちの成長を見守り、援

助を行うことができた。例年と比較し、保護者の方から子ども同士のトラブル対応につい

ての苦情を多く寄せられた。今後も一人ひとりの子どもの小さな変化をしっかりと受けと

め、保護者の方にも状況を丁寧にお伝えし、さらに安心して子どもたちをお預かりできる

よう努めていく。 

25 度法人スローガン「情熱」を受け、より子どもたちの成長に寄り添っていけるよう、

また保護者の方により満足していただく保育を行えるよう、高い意識を持って今年度以上

の成果が出せるように職員一丸となって努力精進していきたい。 

 

●平成 24年度 おうぎの森保育園 在園実績報告 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

定員 4 8 12 12 12 12 60 

年度末在籍人数 6 12 12 14 14 14 72 

率(%) 150.0 150.0 100.0 116.6 116.6 116.6 120.0 
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●平成 24年度 主な行事と成果について 

月日 行事 内容 

4/7  入園進級式 
全園児対象。萬び舎にて式典を行い、保育園にてクラスごとに

懇談会を実施 

5/12 
親子レクリエー

ション大会 

滝沼川遊水地にて実施。春をテーマにしたストーリーに合わせ

てゲームを行い、クラスの方との交流を深めながら、内容に合

わせたおやつを召し上がって頂いた。 

8/29～30 サマーキャンプ 

小川げんきプラザにて実施。自然の中での遊びを楽しみ、キャ

ンプファイヤー、山登り等を経験した。全員が山登りを行うこと

ができ、一人ひとりの大きな自信となった。 

10/6 運動会 

指扇小学校校庭にて実施。けやき組・おうぎ組がチアリーディ

ングを披露し、おうぎ組が太鼓を演奏した。保護者の方に一人

ひとりが楽しく体を動かす様子を見て頂くことができた。 

12/1 生活発表会 
西部文化センターにて実施。歌・お遊戯・劇等を保護者の方に

ご覧頂いた。 

2/4～10 作品展 

「おうぎモール」をテーマに各クラスがお店を開いた。保護者の

方にも随時ご覧いただいた。園児も保育中にお店屋さんごっこ

を楽しんだ。 

3/9  卒園式 第 6 回おうぎの森保育園卒園式を挙行。 
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ⅱ．おうぎの森保育園一時保育事業 

平成 24年度，おうぎの森保育園の一時保育については、1日 10名のご利用を目指してい

たが、平成 24年度も達成することができなかった。原因として、受付の複雑化、利用面談

の非効率化、低年齢児に偏った受入れのため人員配置の準備不足、などが考えられる。 

45 名の新規登録のうち、そのほとんどが子育て支援センターのご利用者であり、連携の

必需性を感じる 1年であった。1歳、2歳児の利用が多いため、受け入れ可能にするために

保育士の人員を整え、来年度こそは 1日 10名のご利用目標を必達したい。 

・延べ利用者数…1,764人（23年度：1,107人） 

・一日平均利用者数…7.6人（23年度：4.8人） 

前年度と比べ、利用者数は増加したが、必ずしも希望日に利用できていない現状がある

ため、25年度も課題として継続して改善に取り組んでいく。 

 

平成 24年度 おうぎの森保育園一時保育 利用実績報告 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2 月 3月 合計 

稼働日数 15 21 21 22 18 19 24 21 15 17 19 18 230 

延べ人数 87 144 135 145 142 153 181 182 125 146 154 152 1,746 

 

非定

型 
67 126 125 125 130 147 167 151 113 132 142 139 1,564 

緊急

型 
4 3 0 5 0 0 1 20 5 6 4 3 51 

ﾘﾌﾚｯｼ

ｭ型 
16 15 10 14 12 6 13 11 7 8 8 10 130 

一日平均人数 5.8 6.9 6.4 6.6 7.9 8.1 7.5 8.7 8.3 8.6 8.1 8.4 7.6 
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ⅲ．おうぎの森地域子育て支援センター 

・延べ利用者数（子ども）…2,051人/267日稼働（23年度：2,480人/272日稼働） 

・1日平均利用者数（子ども）…7.7人（23年度：9.1人） 

おうぎの森子育て支援センターは、さまざまなサービス提供につながっていく保育園の

窓口機能であり、大変重要な事業だと位置づけている。職員も子育て経験のある保育士を

配置し、子育てに関する小さな疑問からお気軽にご相談いただけるような雰囲気を演出し

た。 

リトミック（0～1歳児向け、2歳児向け）、オリジナルカレンダー作り等の人気プログラ

ムを新たに用意し、とても好評でした。冬期は、インフルエンザや感染性胃腸炎等流行し、

例年利用者が減少傾向にあるため、プログラムの工夫の必要性を痛感した。 

子育て支援センターでは、1 日 10 名のご利用を目標に掲げたが、達成できなかった。達

成するためには、プログラムの工夫はもちろんだが、新規のご利用者を獲得することであ

る。広報活動の見直しや、今お越しいただいている方々に、お友だちをお連れいただき、

そのお友だちがまた次のお友だちを連れてきていただけるように、居心地の良い、また来

たいと思えるような空間を演出していきたい。 

 

平成 24年度 おうぎの森地域子育て支援センター 利用実績報告 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

稼働日数 18 24 26 24 21 23 26 24 18 20 22 21 

来所 

延べ人数 
109 169 199 166 106 185 171 153 135 111 124 148 

一日 

平均人数 
6.1 7.0 7.7 6.9 5.0 8.0 6.6 6.4 7.5 5.6 5.6 7.0 
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平成 24年度 特別養護老人ホーム今羽の森 事業報告 

 

開設より 4 年目となった平成 24 年度は、平成 23 年度の『躍動』に続く、法人共通スロ

ーガン『飛躍』を掲げスタートを切った。 

さらなる飛躍に繋げるために、これまでの過去 3 年間の取り組みを振り返ることで足固

めを行った。今羽の森ではこれまで、人員配置などユニット型施設独特の運営の難しさと

向き合いながら試行錯誤を続けてきた。振り返りから、施設内が 10のユニットに分かれて

いるということから、情報の伝達の難しさや、全体のサービスの質の統一や向上、適切な

人員配置の難しさなど、いくつかの課題が挙げられた。その中でも特に職員一人一人の能

力向上は必要不可欠なものであった。 

ひとつのユニット 10 名という限られたご入居者様に関わる環境においては、お一人お一

人の生活のリズムや嗜好など、より深く、入り込んだ介護が出来るというメリットがある

一方で、介護職員の経験の積み重ねから得られる能力の向上などに、偏りが生じるケース

が見られた。そのことから、各ユニットに同じ職員を固定するという、ユニットケアの理

想とされる考えとは異なる部分もあるが、職員の能力の向上のため、平成 24年度は配属さ

れたユニット以外のご入居者様とも接する機会を増加させる取り組みを行った。他ユニッ

トにおいて数時間の一時的な体験をするという取り組みはこれまでも行ってきたが、今回

は、しっかりとシフトに組み込み、ユニットやフロアを越えて他ユニットメンバーの一人

として勤務に入る日を設けた。この取り組は、自分の今までの介護を見直す良い機会とな

った。特に学習意欲の高い職員にとっては、さらなるスキルアップを目指す目標の足掛か

りにもなった様子が伺えた。また、お互いの良い部分を持ちかえり、自分のユニットに生

かすことで、結果として、施設全体の質の向上にもつながったと考える。 

実際にこの取り組みは、職員の退職など動きのある年末や年度末の、職員数が減少する

時期における職員の動きからも、その効果を実感する事が出来た。急な病欠などにより職

員が不足した時など、他ユニットへの補助は職員にとって大きな負担となっていたが、現

在では、他ユニットへの補助が可能なだけのスキルを持った職員も増え、負担軽減ととも

に、ご利用者様に対しても、より安全な介護が提供できる体制が強化された。 

他にも、前年度より発足した職員中心の研修プロジェクトを継続し、計画的な研修を行

い、効率的な職員の能力向上に努めた。1階特浴室にストレッチャー浴槽を整備する際にも、

このプロジェクトが中心となり、機械浴槽の設置から使用開始までの流れをまとめ、導入

研修を行った。まず、中心となって入浴介助を行うメンバーを選定し、集中して研修を行

った。その後、そのメンバーにより実際の運用しながら、徐々に介助が出来る職員を教育

し増やす方法を取ったことで、設置から運用開始までの期間を短縮し、安全な運用開始に

結びつけた。職員が中心となり計画的に研修を行うことで、実際の現場の実情に沿った、
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効率的な研修とし、今後も職員の能力向上に努めていきたい。 

 

ユニットを越えた勤務範囲の計画的な拡大に加え、開設より 3 年が経過したことで変化

した、ご入居者様の状態に合わせたストレッチャー浴の導入。昨年度より制度が変わり、

必要な研修を受けることで、痰の吸引など一部の医療行為を介護職員が行う事が出来るよ

うになったことなど、周りを取り巻く環境の変化への対応もあり、前年度と比較しても、

より専門的な知識や技術の習得に繋がった。平成 24年度は、介護職員の能力向上といった

面で、意味のある飛躍の年となった。ご入居者様に安全に安心した暮らしをお送り頂く為

に、今後も継続して個々の能力向上を重視し、力を注いでいきたいと考える。 

 

ⅰ．ご利用者様 

 

＊年齢別人数 

平成 25 年 3 月 31 日現在、平均年齢は 84.4 歳（男性 82.1 歳、女性 85.4 歳）であった。

85～89 歳が一番多く、全体の 25.3％を占めている。次に多い年齢区分は 80～84 歳で、全

体で 24.1％を占めている。80歳以上の方が全体の 77.2％を占める。 

最若年齢は男性が 66 歳、女性は 57 歳であった。最高年齢は男性が 96 歳、女性は 98 歳

であった。 

平成 25年 3月 31日現在 

年齢区分 ～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 合計 

男性 0 2 4 7 16 11 2 3 45 

女性 3 2 4 14 22 29 26 13 113 

合計 3 4 8 21 38 40 28 16 158 

 

＊介護度別人数 

 介護度別については下記のとおりであった。男性、女性共に介護度 5が最も多かった。

平均介護度は 3.6（男性 3.7、女性 3.5）であった。     平成 25年 3月 31日現在 

介護度 1 2 3 4 5 合計 

男性 4 2 10 11 13 45 

女性 7 16 27 28 28 113 

合計 11 18 37 39 41 158 
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＊入退所の状況 

 新規入居者数 19 名（男性 1 名、女性 18 名）であった。入居前の状況としては、居宅 3

名、医療機関 3名、老人保健施設 8名、その他 1名である。 

退所者数 23 名（男性 9 名、女性 14 名）であった。退所理由は死亡による退所（2 名）、

医療機関へ入所（21名）である。 

 

前年度達成する事が出来なかった目標、特別養護老人ホームとショートステイ(空床利

用)を合わせた平均稼働率 98％を、24年度も目標に掲げた。しかし、年間の平均稼働率は

96.1％と、前年度よりも 0.3％ダウンした結果となった。目標が達成出来なかった理由とし

ては、開設から 4年目を迎え、ご入居者様の状態も変化し、体調の管理が難しくなり入院

される方が増加したことや、終末期に差し掛かり療養型の病院へ転院される方も多かった

こと。入居を待っていらっしゃる待機者の皆様に、医療行為が必要な方が多く、新しいご

入居者様の受入れをスムーズに進めることが出来なかったことなどがあげられる。 

季節の変わり目など、ご入居者様が体調を崩しやすい時期の、室温や湿度の徹底管理。

嘱託医、看護師、介護職員との連携による、日々の体調変化への対応のスピードアップな

ど、生活環境や健康管理について再度見直しを行っていきたい。また、新たなご入居者様

の受入れについては、嘱託医や各医療機関との連携により、医療行為が必要な方に関して

も対応可能な限り、引き続き受入れの努力を続けていくことに加え、待機者の情報をさい

たま市南部の浦和地区など対象範囲を拡大し集めることで、特別養護老人ホームの機能を

より必要し有効に活用して頂ける方の受入れに繋げていく必要がある。 

 

ⅱ．介護・看護 

 平成 24年度は全国的に、インフルエンザやノロウイルスなどが猛威をふるった年となっ

たが、今羽の森では、施設内で大きく感染が拡大する事はなかった。感染症委員会や看護

師などこれまで行ってきた感染症対策を再度呼びかけ、感染症流行の季節に向けた事前準

備を行った。ご利用者様、ご家族様、お客様、職員など体調不良者の管理。マスクの着用

や手洗いうがいの徹底。ノロウイルスが外部から持ち込まれることを防止するため、通用

口などに薬剤を染み込ませたタオルを設置し靴底の除菌を行うなど、感染症対策を強化し

行った。小さな子どものいる職員など、インフルエンザに感染するケースがあった場合に

おいても、そこからの感染拡大を防ぐことが出来た。感染性の胃腸炎を発症した方への対

応では、ノロウイルスの可能性を意識した、嘔吐物の処理など各職員が落ち着いた対応を

取ることが出来ていた。看護師を中心とした、感染症対策の研修の開催や、流行時期の的

確な把握の為の情報収集などの効果が表れた結果となった。感染症に関しては、年々その

威力を増していることから、今後も、職員が適切な感染症予防・対策が行えるよう準備を

続けていく。 



社会福祉法人 永寿荘 

第 47回 理事会・評議員会 資料 

20 

 

昨年度より、ご入居者様の生活の充実を目指し始まった、和みの会では、定期的に、他

ユニットとの交流や、書道、作品作り、園芸、歌、映画鑑賞など様々なアクティビティを

企画し行った。集団リハビリなどの専門的な知識に基づき、精神身体機能の維持・向上に

努め、定期的にご参加いただくことで、生活機能の維持向上にも努めている。活動は他ユ

ニットのご入居者様との交流の場となっており、参加される方は、毎回参加を楽しみにさ

れている。参加される方の笑顔や楽しげな様子から、僅かながら皆様の生活に潤いを生み

出すお手伝いが出来てきていると感じることが出来る。和みの会については、参加できる

一部の方が対象となっているのが現状で、より多くの方に対して、それぞれのご希望に合

った活動が展開できるような工夫を今後も続けていく必要がある。 

 これまで毎月発行してきた今羽の森たより、年四回の季刊号として発行しているユニッ

ト通信に加え、今年度から毎月今羽の森写真館の発行を開始した。毎月のご入居者様のご

様子を撮影した写真誌を、ご入居者様事に作成しご家族様にお送りしている。ご家族様か

らは、「届いた写真を飾っていつも見ている。」「なかなか面会に来れない親戚に見せること

が出来た。」などのお言葉をいただいている。毎月のご様子をお伝えする事は、私たちの取

り組みを見て頂くことでもあり、これまでなかなかお伝えする機会の少なかった、ご入居

者さまの日頃の良い表情などを見て頂ける事に職員も喜びを感じている。 

 昨年、扇の森が好成績を収めた介護甲子園に今羽の森もエントリーし、決勝大会を目指

した。扇の森の発表に刺激を受け、職員が自ら希望し参加した。2次選考まで勝ち進むも決

勝大会への参加とはならなかった。結果は残念なものとなったが、自分達の介護を見直す

良い機会となり、今後に向けた職員の意欲の向上と団結力の強化に繋がったと考える。 

 

平成 24 度 ショートステイ今羽の森 事業報告 

 

ショートステイは、年間 32名の方に新規でご利用頂き、実績を着実に伸ばすことが出来

た。特別養護老人ホームご入居者様が入院されている間の空き部屋を利用する、空床利用

型でのショートステイ受入れの為、前もった利用の予約を入れることは難しく、緊急でシ

ョートステイ利用が必要となった方を受入れる場合が多くなっている。緊急で利用をご希

望される方には、急な体調の変化を伴った方が多く、その対応にも難しさがある。そうい

った対応が困難な方の場合、施設から受入れを拒否されるケースも多い。しかし、今羽の

森ではその様な方でもすぐに受入れを拒否することはせず、先ずは調査に伺い状態を把握

し、可能な限り受け入れる努力を重ねてきた。その事が評価され、地域の事業所様からの

認知度も高まり、新規ご利用者様の契約に繋がったと考える。年度末の 3 月には、入院者

が増加し空き部屋が多く発生したにも関わらず、ショートステイ稼働率が 80％を越え、特

別養護老人ホームと合わせた稼働率を 98.4％まで引き上げるなど、大きく貢献するまでに
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至った。また、施設のブログで公開している、ショートステイの空き部屋情報についても、

情報を更新する日には、その閲覧数が上昇するなど、関心の高まりが感じられる。 

ご利用される方が安定して確保されてきた一方で、短期間でご利用者様が入れ替わるシ

ョートステイでは、職員に掛る負担が大きくなるというリスクもある。対策として、相談

員と看護師により事前に出来る限りの情報収集を行う事や、受入れに関するマニュアルを

整備することで、負担軽減に取り組んでいる。初めての方でも、安心して安全にお過ごし

いただく為、今後も受け入れ体制のより一層の整備に取り組んでいく。 

 

平成 23年度 ショートステイ今羽の森 利用実績 

 新規利用者（人） 延べ利用者（人） 
稼働率(％) 

ｼｮｰﾄｽﾃｲ(空床利用) 

稼働率(％) 

特養＋ｼｮｰﾄｽﾃｲ 

4月 1 31 21.5 96.2 

5月 2 73 34.9 95.6 

6月 2 41 29.3 96.7 

7月 2 28 32.6 98.1 

8月 5 56 42.1 97.5 

9月 3 84 44.7 96.5 

10月 3 56 28.6 95.5 

11月 2 61 32.1 96.6 

12月 0 82 34.3 94.9 

1月 1 110 29.5 91.5 

2月 5 157 59.2 96.1 

3月 6 200 80.3 98.4 

合計 32 979 39.1 96.1 
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平成 24年度 ケアプランセンター今羽の森 

 

 2年目を迎えたケアプランセンター今羽の森では、年度当初、利用契約者数 35件を目標

に、既にご契約いただいている皆様への訪問などを確実に行い、ご利用者様やご家族様、

各関係機関との関係構築に取り組んだ。その確実な働きや、認定調査の依頼にも積極的に

取り組んだことなど、ひとつずつ実績を積み重ねたことで、地域包括支援センターなど地

域の事業所からの信頼をいただくことができたと考える。年末には目標を達成し、その後

も利用契約者数を着実に増やし、平成 25年 3月の時点で、介護と予防合わせて 54人の方

にご利用をいただいている。今後もこの状況を維持するため、地域包括支援センター、医

療機関、行政機関などとの関係強化に努め、地域の皆様の為、ケアプラン作成はもとより、

介護に関する窓口として役割を果たしていきたい。 

 

平成 23 年度 ケアプランセンター今羽の森 利用実績報告 

 
新規契約者数 延べ利用実績 

介護 予防 介護 予防 

4月 2 0 29 7 

5月 3 0 32 7 

6月 1 1 28 8 

7月 0 0 28 8 

8月 3 0 28 8 

9月 2 1 31 9 

10月 3 2 33 11 

11月 2 1 34 11 

12月 4 1 38 12 

1月 1 0 39 12 

2月 3 2 42 14 

3月 2 0 41 13 

計 26人 8人 403人 120人 
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平成 24年度 リハビリデイサービス nagomi 事業報告 

 近年の超高齢化・要介護認定者の増加・介護給付費の上昇等、様々な要因から、現在『介

護予防』の重要性が注目されている。『介護予防』とは、介護が必要にならないよう心身の

衰えの予防を目的とし、失われつつある身体機能を維持・改善するための取組みである。 

 平成 23年 7月、法人理念である「For the community」のもと、地域の皆さまの『介護

予防』貢献の為に、法人初となる「機能訓練（リハビリ）特化型のデイサービス」である

リハビリデイサービス nagomi上尾店を上尾市二ツ宮に開業した。食事や入浴とした従来の

サービスを一切行わず、理学療法士が作成した「誰でも楽しく無理なく継続できる」運動

プログラムを午前・午後 3時間ずつ提供する新しいタイプのデイサービスとなっている。 

 平成 24年 3月には、上尾店の業績を踏まえて、事業譲渡という形で nagomi大宮北店（さ

いたま市北区）に開業し、地域の皆さまに貢献できるよう日々精進している。 

nagomi事業が国の施策・時代のニーズに適している事は一目瞭然であり、平成 25年度も引

き続き利用者増加および安定した運営が見込まれている。以下、両店舗の報告記載とする。

ⅰ. nagomi上尾店 

 平成 23年 7月オープン以来、エリア内の地域包括支援センターや居宅介護支援事業所の

ケアマネジャー中心に訪問・挨拶回りを繰り返し、現在取引のある事業所数トータル 21箇

所、31名のケアマネジャーからの定期的ご紹介を頂いており、着々と nagomiの運動サービ

スに理解を得られている状況である。地域包括支援センターからの依頼で地域の皆さまの

「介護予防教室」等の開催も行っている。今年度も外部ケアマネジャーはもちろんのこと、

自社ケアマネジャーとの連携も更に深め新規ご利用者獲得を目指す所存である。 

平成 24年度 リハビリデイサービス nagomi上尾店 利用実績報告 ※定員 30名／日 

 新規利用者(人) 運営日数 延べ利用者(人) 1日あたりの平均(人) 稼働率(％) 

4月 4 20 196 10.4 32.7 

5月 5 21 206 10.4 32.7 

6月 3 21 211 10.0 33.5 

7月 2 22 254 11.6 38.5 

8月 3 20 246 12.4 41.0 

9月 1 20 228 12.6 38.0 

10月 2 23 265 13.0 38.4 

11月 3 22 278 14.0 42.1 

12月 1 20 257 13.2 42.8 

1月 1 19 219 11.6 38.4 

2月 0 20 248 12.4 41.3 

3月 3 21 272 13.0 43.2 

計 50人/全体 249日/年 2.880人 12.05人/1日 38.55％ 
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※介護度別人数 

平成 25 年度 3月 31 日現在の平均介護度は、1.13 であり、要支援比率は 38.46%である。

その中でも男性は要介護 1、女性は要支援 1・2の割合が一番多かった。男性ご利用者 3割

であり、男性ニーズが高いのも特徴として挙げられる。   平成 25年 3月 31日現在 

 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 

利用者数 12 9 19 6 4 0 0 50 

 

ⅱ. nagomi大宮北店 

平成 24年 3月事業譲渡以来、エリア内の地域包括支援センターや居宅介護支援事業所のケ

アマネジャー中心に訪問・挨拶回りを繰り返し、現在取引のある事業所数トータル 26箇所、

37名のケアマネジャーからのご紹介を頂いており、着々と nagomiの運動サービスに理解を

得られている状況である。上尾店同様に地域包括支援センターからの依頼により、さいた

ま市北区役所での「介護予防教室」継続開催や近隣の高齢者専用住宅における体操協力等、

近隣に競合店が複数ある中でも、強みを活かして認知度を高めている状況である。 

平成 24年度 リハビリデイサービス nagomi大宮北店 利用実績報告 ※定員 30 名／日 

 新規利用者(人) 運営日数 延べ利用者(人) 1日あたりの平均(人) 稼働率(％) 

4月 4 20 132 6.29 21.0 

5月 0 21 132 6.29 21.0 

6月 4 21 127 6.05 20.2 

7月 5 22 170 7.73 25.8 

8月 4 20 154 8.05 26.8 

9月 2 20 161 7.70 25.7 

10月 3 23 186 8.09 27.0 

11月 2 22 194 8.82 29.4 

12月 0 20 163 8.15 27.2 

1月 2 19 142 7.47 24.9 

2月 3 20 164 8.20 27.3 

3月 3 21 188 8.95 29.8 

 37人/全体 310日/年 1.913人 7.65人/1日 25.47％ 

※介護度別人数 

平成 25 年度 3月 31 日現在の平均介護度は、1.16 であり、要支援比率は 37.8％である。

男女ともに要介護 1の割合が高く、全体的に女性ご利用者が多い状況となっている。 

平成 25年 3月 31日現在 

 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 

利用者数 9 5 14 5 3 1 0 37 
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平成 24 年度 さいわい保育園 事業報告 

 

2 年に渡る引継ぎ期間を経て、平成24年 4 月 1 日、板橋区立さいわい保育園を民営化という形

で引き継いだ。板橋区内では5番目の民営化園、園舎の新築を伴う例としては初のケースとなった。

住宅街に位置し、駅への交通至便な通り沿いに立地していることもあり、建設中から地域の方々の

注目、期待を多くいただいた。 

 

ⅰ.保育内容 

区立時代 79名だった定員が90名に増えたことも手伝い、3 分の 1 以上を新入園児として迎え

た。園舎が1階建てから3階建てとなり、職員も全員入れ替えとなる中、「保育内容に関しては初年

度は基本的に前園の内容を引き継ぐ」、という申し合わせの上でスタートした。 

開園当初こそ子どもたちが戸惑い、混乱した様子が見られたが、次第に落ち着き、初夏を迎える

頃には子どもたちも慣れ、穏やかな園運営ができるようになった。 

都内区立園の保育内容に倣って運営することは、学ぶことが多く、大変意義のあることであった。

特に安全、衛生管理のノウハウは厳しく精査された内容であり、大きな財産となった。 

また、要支援児 1 名を5 歳児クラスに預かり、要支援児の指導員の巡回指導を月一回受け入れ

た。支援児指導と同時に園全体の保育のディスカッションなども行い、大変参考となった。 

 

 

ⅱ.保護者様との関わり 

保護者様方にとっては、年度当初は不安など多々あったと思われる。 

特に年度当初は厳しいご指摘も多々いただいた。その多くが区立園との違いであったが、ご指

摘には真摯に向き合い、迅速に対処し、保護者の信頼を一日も早く頂くべく最前を尽くした。その

結果、概ね6 月頃には信頼関係が確立され始め、夏には園を応援して下さる声を多数を占めるよ

うになった。 

開所前から開催している三者協議会においては、24年度は 3 回開催した。三者協議会とは、保

護者と板橋区、そして運営法人の三者が、園の運営をより良いものになるよう協議する会であり、板

橋区においては民営化園は開園から5年間、年2～3回開催することとなっている。1回目（6月 15

園児数 
平成 24 年 4 月 1 日時点 

0歳児クラス 

ひよこ組 

1歳児クラス 

ばんび組 

2歳児クラス

りす組 

3歳児クラス

うさぎ組 

4歳児クラス

きりん組 

5歳児クラス

ぞう組 
合計 

定員 8 10 18 18 18 18 90 

（うち新入園児） （8） （6） （9） （6） （3） （2） （34） 

担任 ３ ３ ３ ２ ２ ２  
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日）は35名以上の保護者様が参加され、少々厳しいご指摘もいただいた。しかし、第2 回（11月 7

日）、第3 回（3 月 5 日）は10名以下と減少し、その保護者様からいただくお言葉のほとんどが園を

応援する大変温かいものであった。 

 

 

ⅲ.行事について 

行事についても24年度は、基本的に区立時代のそれを引き継いだが、それに永寿荘のエッセ

ンスを取り入れ、より子どもたち、保護者様にとって楽しいものとなるよう尽力した。 

10月に開催した「運動会」は、板橋区立板橋第十小学校の校庭をお借りして行った。より楽しめ

る様、ストーリー性を大切にした演目で、保護者様も多分に参加して大いに楽しんでいただいた。

265名ものご家族様にお越しいただき、「昨年より楽しめた」「先生方が機敏に動き、テンポよく進ん

で気持ち良かった」「子どもたちは大きな達成感を味わったようだ」などと嬉しいお言葉を多数頂戴

した。 

2 月には、それまで開催していなかった「おゆうぎ会」を開催した。予想をはるかに超える230名

のご家族様がご来園くださり、会場のホールが満員状態となってしまった。これまで無かった子ども

たちの晴れ舞台を観られたこと、狭さゆえに演技するステージと保護者様との距離が近かったこと

で保護者様には大変ご満足いただいた。 

3 月の「卒園式・卒園お祝い会」は、園全体で卒園児をお祝いするお祝いする形をとった。104

名のご家族様にお越しいただいた。前半に式典として在園児を代表する３・４歳児が列席した。前

園の先生 2 名も来賓としてお招きし、子どもたち・保護者様も大いに喜んだ。後半の「お祝い会」で

は 0 歳児から順にクラスごとにお祝いの歌や手遊びなどを披露し、プレゼントを渡した。全園児の

最後の交流行事となり、大いに楽しんだ。 

参加ご家族数の多さや、各保護者様から頂く言葉から、当法人の運営となって行事・イベントに

対する期待は明らかに大きくなったと感じられた。25年度は更に思考を凝らし、より楽しんでいただ

けるよう尽力する。 

 

 

ⅳ.地域貢献 

保護者の就労環境の多様化、子育ての孤立化・過干渉、子どもの生活リズムの乱れなど・・・社

会環境の変化により、子育ての世帯にとって、保育所はますますその社会的意義が高まっていま

す。在園児への養護教育だけにとどまらず、地域の子育て家庭へのサービス提供として出前保育

を始めた。 

出前保育とは、保育所以外の場所（公園、公民館など）に、地域の子育て家庭向けに、集団で

の遊びや、お話会・紙芝居など日常保育の中で行われる遊びの機会を提供する事業である。24年

度は開園初年度であり何度前半の自紙は難しかったが、25年度以降は年中行事として継続実施

する。 
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平成 24年度 出前保育 実績 

開催日 2 月 21 日 2 月 28日 3 月 7 日 3 月 14日 3 月 28 日 3 月 29日 

場所 板橋交通公園 板橋交通公園 板橋交通公園 板橋交通公園 板橋交通公園 板橋交通公園 

参加人数 9 名 7 名 7 名 5 名 12名 7 名 

 

25年度は更なる地域貢献に臨む所存である。 
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平成 24 年度 ご隠居長屋 和楽久桶川 事業報告 

 

昨年 11月に開業し、初月（平成 24年 11月）は入居者 2名でのスタートとなった。永寿

荘としては桶川市内初の事業所で、社会福祉法人永寿荘の名前を地域に浸透させること 

からのスタートとなった。オープン後、エリア内の地域包括支援センター（8ヶ所）や居宅

介護支援事業所（20 ヶ所）のケアマネジャー中心に訪問・挨拶回りを繰り返した。12 月、

1月と 2か月ほど新規入居が滞ったが、平成 25年 2月頃より、販促活動の効果が出始めた。 

平成 25 年 1 月からは、インターネットサイト 1 社「ホームズ介護」に入居募集を掲載、

翌 2月には別会社「オアシスナビ」に入居者募集を掲載、翌々3月には「探しっくす」に 

掲載を始めた。平成 25年 3月 31日現在、インターネットサイト 3社からの資料請求数は、 

33件となっている。サイトから契約申し込み（入居は 4月・5月）は 2件となっている。 

また特別養護老人ホーム扇の森、特別養護老人ホーム今羽の森の待機者にも書面と電話

でのご案内をさせていただいた。現在のところ、待機者からは申込みのない状況が続いて

いる。 

こうした地域包括・居宅への営業とサイトへの掲載、待機者へのご案内により冬季の販

促活動の効果が 2月以降、出始めている。2月は 3名、3月は 5名の方が入居され、入居 

申込数も毎月平均 2.4 名の新規ご利用者獲得となった。 

 住宅内行事については、月に一度、居住者全員を対象とした季節の企画、外出企画を立

案し、入居者様から好評とのお言葉をいただいている。今後も、入居者様からのリクエス

トにお応えする形式で、企画立案に努めていく。 

職員体制（住宅のみ）は、介護経験者 2名、未経験者 4名（異動 1名、新規採用 5名）

でのスタートとなったが、11月中の研修実施により、経験者と未経験者が密に連携を図り、

個々のレベルアップに繋げることができた。また現在は全職員が訪問介護員としてサービ

ス提供できる状況となっている。今後は更なるサービスの質の向上に向け、定期的に勉強

会を開催して、知識・技術の確認に努めていく所存である。 

 

平成 24年度 ご隠居長屋 和楽久 桶川 利用実績報告 

 新規入居者(人) 運営日数 延べ利用者(人) 現入居者数(人)※１ 稼働率(％)※2 

11月 3 30 40 3 5.80 

12月 0 31 62 2 8.70 

1月 1 31 85 3 11.92 

2月 3 28 108 6 16.77 

3月 5 31 312 11 43.76 

計 12人 151日 607人 4.01人/日 17.39％ 
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※年齢別人数 

平成 25年度 3月 31日現在の平均年齢は、77.8歳(男性 73.6歳・女性 81.3歳)であり、

80～84歳の年齢帯が最も多く全体の 45％占めている。次に多い区分は、70～74歳の年齢帯

で、全体の 27.2％を占めている。80歳以上の年齢帯で、全体の 54.5％を占めている。最若

年齢は男性 60歳、女性 74歳であった。最高年齢は、男性 83歳、女性 89歳であった。 

 

平成 25年 3月 31日現在 

 64 歳以下 65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85～89 歳 90～94 歳 95 歳以上 合計 

男性 1 0 2 0 2 0 0 0 5 

女性 0 0 1 1 3 1 0 0 6 

合計 1 0 3 1 5 1 0 0 11 

 

※介護度別人数 

平成 25年度 3月 31日現在の平均介護度は、1.12(男性 1.47・女性 0.83)であり、要支援

又は要介護認定率は 90.9%である。その中でも男性、女性ともに要介護 1の割合が最も多か

った。男性ご入居者様 45％であり、男性の方のニーズ、女性の方のニーズ半々の傾向がみ

られている。 

平成 25年 3月 31日現在 

 自立 要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

合計 

男性 0 1 0 2 1 1 0 0 5 

女性 1 0 1 4 0 0 0 0 6 

合計 1 1 1 6 1 1 0 0 11 
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平成 24年度 ヘルパーステーション和楽久桶川 事業報告 

 

昨年 11月にご隠居長屋和楽久桶川が開業し、同時にヘルパーステーション和楽久桶川が

オープンした。当月は利用開始者なしの状況であったが、次月（平成 24年 12月）より 1

名、利用開始となった。その後は、1月に新規 1名、2月新規 0名、3月新規 5名を受け入

れ、午前・午後 1名以上の稼働となった。ご利用者数が徐々に増えてきたこともあり、職

員も訪問介護サービス内容・手順について知識を確認しながら実施でき、訪問介護サービ

スにおける個別ニーズに的確に応えられる状況となっている。 

一方、入居後のヘルパーステーション利用割合は 63.6％と入居者の半数以上が訪問介護

サービスを利用している状況である。認定者の多くが要介護 2以下であり、訪問介護サー

ビスの必要性については身体介護と生活援助が半々のサービス提供となっている。平成 25

年 3月 31日現在、午前は 2～3名、午後は 1～2名ご利用いただいている。今後も、新規入

居者様の訪問介護サービス希望が増えていくことを想定し、ご利用者様ニーズにお応えで

きるよう、サービス調整を行う所存である。 

 

平成 24 年度 ヘルパーステーション和楽久桶川 利用実績報告 

 新規利用者(人) 運営日数 延べ利用者(人) 1日当たりの平均利用者数(人)※１ 稼働率(％)※2 

11月 0 30 0 0.00 0.0 

12月 1 31 9 0.29 1.26 

1月 1 31 22 0.71 3.09 

2月 0 28 23 0.82 3.57 

3月 5 31 107 3.45 15.01 

計 7人 151日 161人 1.06人/1日 4.58％ 

 

※介護度別人数 

平成 25年度 3月 31日現在の平均介護度は、2.00(男性 2.60・女性 1.00)であった。その

中でも男性は要介護 1・2・3が 1名ずつ、女性は全ご利用者様が要介護 1であった。全体

的に要介護 1の方が最も多かった。 

平成 24年 3月 31日現在 

 要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

合計 

男性 0 0 1 1 1 0 0 3 

女性 0 0 4 0 0 0 0 4 

合計 0 0 5 1 1 0 0 7 
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平成 24年度 リハビリデイサービス Wellness桶川 事業報告 

リハビリデイサービス Wellness桶川では 12月より本格稼働、利用定員は午前 15名、 

午後 15名で開始した。事業所目標は、毎月新規獲得者数を 5名とした。12月～2月までは、

目標を達成することができなかったが、3月に初めてその目標を達成することができた。 

当事業所は桶川市内初のパワーリハビリテーション実施の通所介護事業所としてオープン、

地域のパワーリハビリテーションに関する理解が乏しいことから、その理解を得る活動と

して、桶川市内地域包括・居宅廻りを実施した。1月頃より桶川市内中心に見学・体験利用

が増え、見学・体験利用後の本利用契約率は 90％以上であった。また地域のケアマネジャ

ー様を対象としたセミナーとして、パワーリハビリテーション協会関東支部 後藤與四人氏

をお招きし、パワリハビリテーションの意義、効果について講演いただいた。参加者から 1

名ご利用者を紹介いただき、契約に繋がった。こうした活動により、桶川市内にも「リハ

ビリデイサービス Wellness 桶川」の名前が浸透し、紹介・見学数の増加に繋がっている。 

一方、ご隠居長屋和楽久桶川入居者様のリハビリデイサービス Wellness桶川の利用率は、

81.8％となっている。住宅入居希望見学者にも必ずデイサービスをご見学いただいている

こともあり、高い利用率に繋がっていると考えられる。 

平成 25年 3月 31日現在、契約数は 15名に留まっている。特に当事業所の近隣エリア（桶

川市西部）の利用者が極端に少ない。今後は近隣エリアの利用者獲得に努める所存である。 

平成 23年度 リハビリデイサービス Wellness桶川 利用実績報告 

 新規利用者(人) 運営日数 延べ利用者(人) 1日あたりの平均(人)※１ 稼働率(％)※2 

12月 2 20 5 0.25 0.83 

1月 4 20 35 1.75 5.83 

2月 4 20 51 2.55 8.50 

3月 5 21 87 4.14 13.81 

計 15人 81日 178人 2.19人/日 3.33％ 

※介護度別人数 

平成 25年度 3月 31日現在の平均介護度は、1.18(男性 1.15・女性 1.20)であった。その

中でも男性は要介護 2、女性は要介護 1の割合が一番多かった。 

利用対象者となり得る方々が、地域包括・居宅ケアマネジャーの中で軽度な方であると

認知されていることが、その要因と考えられる。 

 

 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 

男性 1 1 1 2 1 0 0 6 

女性 2 1 5 0 1 0 0 9 

合計 3 2 6 2 2 0 0 15 


